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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
本
町
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
中
央
公
民
館
☎
㉓
３
８
１
０

⃝
日
時
　
10
月
10
日
㈰
／
午
前
７

時
～
午
後
２
時

⃝
場
所
　
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

（
五
番
町
川
原
）

⃝
内
容
　
サ
ン
マ
詰
め
放
題
、
マ

グ
ロ
解
体
即
売
、
模
擬
セ
リ

問
市
場
開
放
デ
ー
実
行
委
員
会
☎

㉒
４
１
０
０　

⃝
日
時
　
10
月
17
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
場
所
　
泉
崎
村
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
（
泉
崎
村
字
山
ヶ
入
）

⃝
テ
ー
マ
　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が

輝
く
原
石
」

⃝
内
容
　
利
用
者
の
発
表
・
作
品

紹
介
、
模
擬
店
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど問
こ
こ
ろ
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
�
１
１
１
５

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
無
職
）

の
方
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
経
験
及
び
知
識
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
入
会
説
明
会
へ

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈳
白
河
・
西
郷
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
９
１
２
８

21 20

　
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。
つ
ぶ
や

き
と
い
う
そ
う
で
す
。「
ブ
ロ
グ
」
も
一
般
化
し
、
短

く
考
え
や
感
想
を
ネ
ッ
ト
に
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た

メ
ー
ル
で
簡
単
に
連
絡
で
き
、
携
帯
で
新
聞
・
小
説

ま
で
読
め
ま
す
。
情
報
通
信
の
発
達
で
、
気
軽
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
多
く
の
知
識
を
入
手

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
意
思
を
伝
え
情
報
の
交
換
が
で
き
る
か

ら
と
い
っ
て
、
人
間
と
し
て
の
結
び
つ
き
が
強
ま
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
人
は
誰
し
も
良
い
関
係
を
保
と

う
と
、
八
方
に
気
を
配
り
ま
す
。
生
き
て
い
く
と
は
、

手
間
が
か
か
り
骨
の
折
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
言
葉

に
よ
る
説
明
を
放
棄
す
る
か
の
よ
う
に
、「
ワ
ン
フ
レ

ー
ズ
」「
白
か
黒
か
」
式
の
答
え
を
求
め
る
風
潮
も
心

配
で
す
。
漱
石
も
「
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に

棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
と

か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
知
る
こ
と
と
そ
の
本
質
を
つ
か
む
こ
と
と

は
別
で
す
。
知
識
を
も
と
に
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
現
代
人
は
、
気
ぜ
わ
し
く
過
ぎ
る

時
間
と
あ
ふ
れ
る
情
報
の
中
で
、
じ
っ
く
り
考
え
、

表
現
す
る
力
が
弱
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ

れ
は
同
時
に
、
言
葉
の
力
が
弱
っ
て
い
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

　
言
葉
の
弱
さ
は
、
意
思
を
交
わ
せ
る
弱
さ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
難
し
い
交
渉
や
大
き
な
決

定
に
直
面
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
書
類

や
電
話
の
み
で
済
ま
せ
る
こ
と
は
稀
で
、
多
く
の
場

合
、
影
響
力
の
あ
る
人
と
向
き
合
い
、
対
策
を
練
り
、

意
思
を
固
め
て
い
く
筈
で
す
。
直
接
話
す
こ
と
に
よ

り
、
息
づ
か
い
・
微
妙
な
表
情
・
言
葉
の
ト
ー
ン
等

五
感
を
働
か
せ
、
反
応
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
、
遠
回
り
の
よ
う
で
も
判
断
を
誤
ら
な
い
対

応
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
30
分
足
ら
ず
の
時
間
し

か
戴
け
な
く
て
も
、
重
要
な
こ
と
は
霞
ヶ
関
や
福

島
に
足
を
運
び
、
直
接
要
請
し
て
き
ま
す
。
交
渉

や
要
望
は
、
自
分
の
言
葉
で
意
思
を
伝
え
、
情
に

訴
え
、
全
人
格
で
臨
む
真
剣
勝
負
の
場
で
す
。

　

地
域
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
り
ま
し
た
。
声
を

掛
け
合
い
、
互
い
に
出
入
り
し
茶
飲
み
話
す
る
こ

と
も
め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
。
近
所
の
お
ば
さ
ん

が
縁
側
に
腰
か
け
、
お
茶
と
沢
庵
で
世
間
話
に
興

じ
る
。
テ
ン
ポ
よ
く
話
が
弾
み
、
イ
キ
イ
キ
し
た

言
葉
の
か
け
あ
い
。
こ
こ
か
ら
、
豊
か
で
濃
い
人

づ
き
あ
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
小
さ
い
頃
、
何
気
な

し
に
耳
に
入
る
大
人
の
会
話
か
ら
、
世
の
中
の
一

コ
マ
を
覗
い
た
も
の
で
す
。
縁
側
は
社
会
勉
強
の

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、「
男
は
つ
ら

い
よ
」
の
タ
コ
社
長
が
、
愚
痴
話
を
す
る
の
も
ト

ラ
屋
の
縁
側
で
し
た
。
外
と
も
つ
か
ず
、
内
と
も

つ
か
な
い
縁
側
と
い
う
空
間
が
消
え
て
い
く
に
つ

れ
、
人
の
縁
も
薄
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

役
所
の
用
語
は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
行
政

は
、
国
民
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
、
公
正
さ
や
厳

格
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
言
葉
は
硬
く
無

機
質
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
何
に
よ
ら
ず
、
対
話
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
相

手
の
考
え
が
理
解
で
き
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
特

に
住
民
か
ら
最
も
近
い
市
政
で
は
、
市
民
と
行
政

の
意
思
が
通
じ
あ
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
新
し
い

法
律
や
政
策
の
内
容
が
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一

方
通
行
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
必
要
な

こ
と
は
、
難
解
な
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
で

は
な
く
、
日
頃
使
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
、「
翻
訳
」

の
作
業
で
す
。
こ
れ
に
は
、
も
と
の
意
味
を
十
分

そ
し
ゃ
く
し
、
平
易
に
表
現
す
る
力
が
い
り
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報

や
事
業
内
容
を
、
速
く
・
正
確
に
、
何
よ
り
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
と
行
政
の
対
話
」
が
円
滑
に
な
さ
れ
る

こ
と
が
行
政
の
質
を
上
げ
、
地
域
の
力
を
高
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
井
上
ひ
さ
し
は
、「
む
ず
か
し

い
こ
と
を
や
さ
し
く　
や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
」

と
言
い
ま
す
。
全
く
そ
の
と
お
り
で
す
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
言
葉
の
力
』

市
長
の

手
控
え
帖

　
10
月
１
日
現
在
で
、
日
本
に
住

む
す
べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
に
、

国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
は
、
10
月
７
日
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
調
査
員
に
渡
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
調
査
票
が
ま
だ
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３
２
４

　

中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
と
公
民
館
教
室
の
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
27
日
㈬
～
31
日
㈰

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
１
階

【地域の底力再生事業】
　私たちの地域には、古くから培ってきた親睦や連帯など「地域の力」が備わっています。しかし、近年
の産業構造の変化や少子高齢化の進行などを背景に、その機能が弱まってきています。
　市では、今年度、町内会のコミュニティ機能の再生・強化を図り、市民協働を推進することを目的とし
た「地域の底力再生事業補助金」を創設しました。
　これは、町内会が主体的に実施する地域活動に対して、市町内会連合会を通じ、町内会の世帯規模に応
じて補助金を交付するものです。
　市民の皆さんのアイデアで有効なご活用をお願いします。（詳しくは、市ホームページをご覧ください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎生活環境課　内2162

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

案
内

ま
ち
か
ど
伝
言
板

白
河
公
設
市
場
開
放
デ
ー

こ
こ
ろ
ん
ま
つ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

福島県知事選挙のお知らせ
⃝投 票 日　10月31日㈰
⃝投票時間　▷白河地域　午前７時～午後８時
　　　　　　▷表郷・大信・東地域　午前７時～午後６時
⃝投 票 所　投票所は、郵送される投票所入場券に記載されています。
　　　　　　なお、今までの投票所と異なることもありますのでご注
　　　　　　意ください。
　　　　　　投票日には、投票所入場券を持参してください。
　　　　　　※入場券をなくしたり、忘れても投票はできます。
《期日前投票》
　投票日の当日、仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投票が
できます。手続きは、宣誓書に事由、氏名、住所などを記載します。
印鑑は必要ありません。
　なお、期日前投票日に満20歳にならない方は、不在者投票所での
投票となります。
⃝期　  間  10月15日㈮～30日㈯
⃝場所・時間　▷市役所本庁舎　午前８時30分～午後８時
　　　　　 ▷市役所表郷庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ▷大信農村環境改善センター　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ▷市役所東庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ※いずれの期日前投票所でも投票することができます。
《指定病院などでの不在者投票》
　県選挙管理委員会が指定する病院などに入院、入所している方は、
その病院などで不在者投票ができます。市内の指定病院などは、白河
厚生総合病院、白河病院、新白河中央病院、田口病院、小峰苑、しら
かわの里、ひもろぎの園、聖・虹の郷です。
《滞在地先での不在者投票》
　仕事や旅行などで本市の区域外に滞在する方は、滞在地先の市区町
村選挙管理委員会で投票ができます。なお、投票用紙の送付を郵送で
行いますので、予定のある方は、早めにお問い合わせください。
《郵便等による不在者投票》
　身体障害者手帳や介護保険被保険者証（要介護５）の交付を受けて
いる方で、公職選挙法の要件に該当する場合、自宅で郵便等による不
在者投票ができます。投票を行うためには、「郵便等投票証明書」の交
付を受けなければなりません。
《開票》
　中央体育館で、10月31日㈰午後９時から開始します。
《開票速報》
　市のホームページで、開票状況をお知らせします。
《選挙広報》
　選挙広報を10月29日㈮までに、各世帯に配布します。選挙広報が
届かない場合は、市選挙管理委員会までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　問市選挙管理委員会　内2510

国
勢
調
査
票
の
記
入

は
お
済
み
で
す
か

公
民
館
習
作
展


